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不法投棄ゴミの回収を行う作業員

2南九州議会だより　第8号　補正予算

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
九
州
市
へ
の
「
飯
塚
オ
ー
ト
場
外
車
券
売
り
場
」
進
出
に
反
対
す
る
陳
情
に

つ
い
て
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
支
給
事
業
費
、
高
規
格
救
急
車
等
購
入
事
業
費
、
小
中

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
費
な
ど
で
、
国
の
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
５
億
１
１
０
１
万
３

千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
２
０
８
億
９
４
０

３
万
円
と
し
ま
し
た
。

総

務

費

○
市
民
税
等
過
誤
納
還
付
金

１
３
０
０
万
円

　

法
人
市
民
税
過
年
度
分
の

返
還
金
の
増
加
に
伴
う
も
の

で
あ
る
。民

生

費

○
温
泉
セ
ン
タ
ー
一
般
管
理

費

７
７
０
万
円

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
わ
く

わ
く
川
辺
の
ガ
ス
分
離
設
備

な
ど
の
工
事
を
行
う
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

市
内
の
温
泉
セ
ン
タ
ー

の
ガ
ス
の
検
査
結
果
は
。

答　

わ
く
わ
く
川
辺
の
可

燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
は

３
８
０
％

※

Ｌ
Ｅ
Ｌ
で
、
基
準

値
50
％
Ｌ
Ｅ
Ｌ
を
大
幅
に
超

え
て
い
る
。
え
い
別
府
温
泉

セ
ン
タ
ー
及
び
え
い
中
央
温

泉
セ
ン
タ
ー
は
５
％
、
知
覧

温
泉
セ
ン
タ
ー
は
７
・
９
％

で
そ
れ
ぞ
れ
基
準
値
以
下
で

あ
る
。

※
％
Ｌ
Ｅ
L
＝
爆
発
下
限
界

に
対
す
る
割
合
を
百
分
率
で

表
し
た
も
の
。

○
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支

給
事
業
費

３
７
２
２
万
２
千
円

　

国
の
経
済
危
機
対
策
に
基

づ
き
、
小
学
校
就
学
前
３
年

間
（
平
成
15
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
を
対
象
に

支
給
す
る
。

○
出
生
祝
金
支
給
関
係
費

４
４
５
万
円

　

第
２
子
及
び
第
３
子
以
降

の
出
生
増
加
に
伴
う
も
の
で

あ
る
。衛

生

費

○
不
法
投
棄
監
視
・
撤
去
事

業
費

５
１
４
万
９
千
円

　

不
法
投
棄
ご
み
現
場
の
清

掃
や
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
実
施
し
、
ご
み
ポ
イ
捨
て

の
抑
制
と
環
境
美
化
の
推
進

を
図
る
。

一
般
会
計
の
主
な
補
正

～
審
査
の
中
で
～

問　

回
収
す
る
箇
所
数
及
び

選
定
方
法
を
問
う
。
ま
た
、

事
業
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
か
。

答　

10
箇
所
で
、
各
支
所
に

お
い
て
、
個
人
で
不
法
投
棄

ご
み
の
回
収
が
で
き
な
い
箇

所
を
選
定
し
た
。
ま
た
、
こ

の
事
業
は
県
緊
急
雇
用
創
出

事
業
臨
時
特
例
交
付
金
を
利

用
し
て
お
り
、
来
年
度
も
こ

の
交
付
金
で
実
施
す
る
考
え

で
あ
る
。
事
業
が
採
択
さ
れ

な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り

市
単
独
で
20
万
円
か
ら
40
万

円
程
度
予
算
計
上
し
取
り
組

む
。
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農
林
水
産
業
費

○
林
道
開
設
事
業
費

１
９
５
６
万
円

　

頴
娃
町
郡
地
区
の
林
道
鳥

越
線
を
事
業
追
加
す
る
も
の

で
あ
る
。

○
川
辺
や
す
ら
ぎ
館
施
設
整

備
事
業
費

１
５
０
万
円

　

味
噌
麹
の
製
造
機
械
の
老

朽
化
に
伴
う
腐
食
に
よ
り
、

異
物
混
入
を
招
く
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
修
繕
を
行
う
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

機
械
の
稼
働
状
況
と
経

過
年
数
を
問
う
。

答　

通
常
は
２
日
間
で
１
回

の
製
造
で
あ
る
が
、
多
い
時

期
は
３
日
間
で
２
回
製
造
さ

れ
、
年
間
１
７
０
回
程
度
と

使
用
頻
度
が
高
い
。
経
過
年

数
は
10
年
で
あ
る
。

商

工

費

○
観
光
地
宣
伝
促
進
事
業
費

１
７
８
万
５
千
円

　

新
幹
線
全
線
開
業
を
控
え

関
西
圏
か
ら
の
誘
客
推
進
の

た
め
、
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
に
広

告
を
掲
出
す
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

掲
出
期
間
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答　

10
月
か
ら
来
年
２
月
ま

で
の
５
カ
月
間
で
あ
る
。

問　

そ
の
後
も
掲
出
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　

掲
出
箇
所
が
ホ
ー
ム
増

設
工
事
の
関
係
で
２
月
ま
で

と
な
る
た
め
、
他
の
場
所
で

掲
出
で
き
な
い
か
広
告
代
理

店
に
相
談
し
て
い
る
。

土

木

費

○
市
道
橋
り
ょ
う
維
持
費

７
１
５
万
円

　

市
道
の
適
正
な
維
持
管
理

を
行
う
。

（
知
覧
地
域
14
箇
所
・
川
辺

地
域
10
箇
所
）

○
市
道
維
持
費

３
２
０
万
５
千
円

　

市
道
維
持
管
理
に
係
る
伐

採
作
業
時
の
警
備
員
配
置
に

よ
る
委
託
料
な
ど
で
あ
る
。

○
県
道
維
持
費

２
０
０
万
２
千
円

　

国
、
県
道
維
持
管
理
に
係

る
伐
採
作
業
時
の
警
備
員
配

置
に
よ
る
委
託
料
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

警
備
員
の
配
置
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

市
道
及
び
国
県
道
の
交

通
量
の
多
い
危
険
箇
所
に
お

い
て
、
伐
採
作
業
区
間
の
前

後
に
警
備
員
を
配
置
す
る
。

∥ 

委
員
会
か
ら 

∥

　

伐
採
作
業
時
の
石
の
飛
散

に
よ
り
、
通
行
車
輌
へ
の
損

傷
が
２
件
発
生
し
た
た
め
、

警
備
員
の
配
置
に
至
っ
た
と

考
え
る
が
、
多
額
の
経
費
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
事
故
防

止
に
向
け
講
習
会
な
ど
の
実

施
や
、
県
内
他
市
町
の
事
故

防
止
対
策
を
十
分
調
査
し
、

年
度
内
に
警
備
員
を
必
要
と

し
な
い
作
業
方
法
を
見
い
出

す
よ
う
要
望
す
る
。

味噌麹づくりに励む川辺やすらぎの郷農産加工部の皆さん

新
大
阪
駅
の
掲
示
広
告
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○
地
域
住
宅
交
付
金
事
業
費

１
９
０
８
万
５
千
円

　

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
事

業
及
び
地
域
住
宅
交
付
金
事

業
に
よ
り
、
松
ヶ
浦
団
地
公

営
住
宅
の
整
備
・
改
修
を
行

う
。

消

防

費

○
高
規
格
救
急
車
等
購
入
事

業
費

２
７
８
８
万
２
千
円

　

川
辺
分
遣
所
に
高
規
格
救

急
車
並
び
に
知
覧
分
遣
所
に

吸
引
器
、
人
口
呼
吸
器
及
び

資
機
材
を
購
入
す
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

救
急
車
の
更
新
は
、
年

次
計
画
に
基
づ
い
た
も
の

か
。

答　

年
数
12
年
、
走
行
距
離

15
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
め
ど

に
更
新
し
て
い
る
が
、
11
年

９
カ
月
が
経
過
し
、
走
行
距

離
が
16
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１

年
前
倒
し
で
更
新
す
る
。

教

育

費

○
学
校
Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事

業
費

２
億
４
２
４
８
万
９
千
円

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

な
ど
に
伴
い
、
市
内
21
小
学

校
と
５
中
学
校
に
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
、
電
子
黒
板
、
パ
ソ

コ
ン
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど

災
害
復
旧
費

○
災
害
復
旧
事
業
費

３
７
０
万
円

　

頴
娃
馬
口
ヶ
迫
川
の
護
岸

復
旧
工
事
を
行
う
。

特
別
会
計

◦
国
民
健
康
保
険
事
業

１
億
１
１
７
万
３
千
円

◦
後
期
高
齢
者
医
療

２
０
８
万
７
千
円

◦
介
護
保
険
事
業

１
億
２
０
６
０
万
７
千
円

◦
簡
易
水
道
事
業

５
１
０
万
７
千
円

◦
農
業
集
落
排
水
事
業

61
万
５
千
円

の
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
２

幼
稚
園
及
び
校
区
公
民
館
な

ど
へ
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
設

置
す
る
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝
情
報
通
信
技
術

～
審
査
の
中
で
～

問　

業
者
選
定
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

他
市
の
状
況
な
ど
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
市
内
業

者
の
育
成
と
い
う
観
点
か

ら
、
市
内
業
者
の
選
定
も
考

慮
し
て
検
討
し
た
い
。

○
理
科
教
材
設
置
事
業
費

２
６
０
４
万
１
千
円

　

小
中
学
校
の
新
学
習
指
導

要
領
に
よ
り
理
科
の
指
導
内

容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
各

種
実
験
器
具
、
人
体
模
型
、

生
物
標
本
な
ど
を
購
入
す

る
。

外壁・屋上防水工事などが行われる松ヶ浦団地公営住宅

更新される川辺分遣所の救急車

大雨により崩壊した護岸
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条
例
の
改
正

産科医療保障制度と合わせると
42万円になります。

【出産育児一時金】
　被保険者が出産したときに支給されるもので、４万
円の増額となります。
　ただし、この改定は、平成21年10月１日から平成23
年３月31日までの間に出産した場合に適用されます。

　本年６月、消費者安全法が公布
され、消費者の消費生活における
被害を防止し、その安全を確保す
るため相談員を設置することに伴
い、報酬月額を定めるものです。
　業務内容は、消費生活に係る相
談や苦情、知識の普及、情報の提
供に関することや、消費生活の安
定及び向上に関することです。

35万円⇒39万円へ引き上げ報酬月額102,400円
消費生活相談員を設置

　

南
九
州
市
へ
の
「
飯
塚

オ
ー
ト
場
外
車
券
売
り
場
」

進
出
に
反
対
す
る
陳
情

提
出
者　

南
九
州
市
川
辺
町

平
山
７
０
０
９
番

地

「
住
み
よ
い
南
九
州
市
を
考

え
る
会
」
会
長　

辰
野
良
夫

不
採
択

陳
　
情

土
地
改
良
事
業

農山漁村活性化
プロジェクト支援交付金

（農業用道路）

◦実施場所
　頴娃町上別府地内
　（安田平地区）

◦事業実施予定期間
　平成21年度～24年度

◦事業内容
　茶園8.3ヘクタール内の農道

未整備５路線1,420メートル
の農道舗装整備を実施する。

農山漁村活性化
プロジェクト支援交付金

（客土・土地改良施設保全）

◦実施場所
　知覧町塩屋・南別府地内

◦事業実施予定期間
　平成21年度～26年度

◦事業内容
　ほ場34ヘクタールにおいて、

30ヘクタールの土層改良及び
農道２路線690メートルの舗
装を実施する。

団体営シラス対策事業

◦実施場所
　川辺町野間地内（大田尾地区）

◦事業実施予定期間
　平成22年度～26年度

◦事業内容
　受益地17.6ヘクタールにおい

て、雨水により道路及び農地
が洗掘、流出していることか
ら排水路17路線4,320メート
ル及び農道４路線の舗装を実
施する。

出産に備え学習する妊婦ら
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平
成
20
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
総
額
は
２
１
２
億
４
６

３
３
万
円
、
歳
出
総
額
は
２

０
４
億
９
０
７
１
万
円
で
、

不
納
欠
損
額
１
０
６
９
万

円
、
収
入
未
済
額
15
億
６
４

６
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

収
入
未
済
額
の
主
な
も
の

は
、
国
、
県
補
助
金
の
繰
越

明
許
に
係
る
も
の
が
13
億
７

５
６
２
万
円
、
市
税
、
保
育

所
負
担
金
、
住
宅
使
用
料
及

び
給
食
費
負
担
金
な
ど
に
係

る
滞
納
額
が
１
億
８
９
０
２

万
円
で
あ
り
、
税
な
ど
負
担

の
公
平
性
か
ら
厳
正
な
対
応

を
と
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

各
比
率
が
前
年
度
と
比
較
し

若
干
好
転
し
て
い
る
が
、
極

め
て
硬
直
化
し
た
財
政
運
営

に
は
変
わ
り
な
く
、
今
後
も

行
財
政
改
革
を
進
め
る
中
で

財
政
比
率
を
抑
え
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
と

７
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
が
９
月
定
例

会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
会
計
決

算
特
別
委
員
会
と
特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
歳
入
歳
出
決
算
書
及
び

事
務
事
業
別
決
算
説
明
書
に

基
づ
き
、
ま
た
、
監
査
委
員

の
決
算
審
査
意
見
書
を
参
考

に
執
行
部
の
出
席
を
求
め
審

査
し
、
い
ず
れ
の
決
算
も
認

定
し
ま
し
た
。

一般会計

204億9,071万円

徴
収
率
の
向
上
と

効
率
的
な
財
政
運
営
を

借金（市債）と貯金（基金）　（特別会計を除く）

区分
平　成　19　年　度 平　成　20　年　度

備　　　　　　考
総　　額 一人当たり 総　　額 一人当たり

借 金 228億8,277 55 221億8,695 54 過疎対策事業債や臨時地方道整備事業債ほか
貯 金 56億1,337 13 64億1,748 15 積立基金や定額運用基金など

一般会計決算の概要 （単位：万円）
区　　　　分 20 年 度 内　　　　　　　　容

歳

入

市 税 34 億 8,674 市民税など私たちが直接納めるお金
地 方 交 付 税 87 億 5,222 市町村の均衡を図るため国が交付するお金
国 県 支 出 金 37 億 7,150 国・県が使用目的を特定し交付するお金
市 の 借 入 金 18 億 7,167 市が事業のため借り入れるお金
そ の 他 33 億 6,420 使用料、繰入金、諸収入など
合 計 212 億 4,633

歳

出

総 務 費 21 億 5,161 自治会関係費、電算管理、人件費などに使うお金
民 生 費 53 億 6,350 子どもや老人、障害者など福祉全般の事務・事業に使うお金
衛 生 費 15 億 7,091 健康管理及び清掃業務などに使うお金
農林水産業費 19 億 1,835 農業、林業、水産業に使うお金
土 木 費 19 億 9,552 道路や河川、公園整備などに使うお金
教 育 費 25 億 3,609 教材備品や学校整備などに使うお金
公 債 費 29 億 5,616 市の借金を返済するお金（元金・利息）
そ の 他 19 億 9,857 議会、商工、消防、基金積立など
合 計 204 億 9,071

（単位：万円）

７億円の減
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特
定
健
診
の
受
診
率
は
、

42
・
８
％
と
県
内
で
も
高
い

受
診
率
と
な
っ
て
お
り
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。

　

今
後
も
、
保
健
推
進
員
、

医
療
機
関
と
連
携
し
て
受
診

し
や
す
い
対
策
を
講
じ
、
受

診
率
の
向
上
に
努
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

20年度
決算認定

特別会計・企業会計

125億6,664万円
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

簡
易
水
道
事
業

　

水
道
使
用
料
の
収
入
未
済

額
は
、
１
３
４
万
４
千
円
で

あ
り
、
件
数
は
頴
娃
町
で
５

４
４
件
の
１
０
２
人
、
川
辺

町
で
27
件
の
25
人
で
あ
る
。

　

使
用
料
の
滞
納
対
策
と
し

て
、
給
水
停
止
な
ど
実
施
し

て
い
る
地
域
が
あ
る
が
、
早

期
に
全
地
域
統
一
し
徴
収
率

の
向
上
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
。

水
道
事
業

　

漏
水
箇
所
の
修
繕
を
進
め

た
結
果
、
有
収
率
は
91・09
％

で
前
年
度
よ
り
１
・
11
ポ
イ

ン
ト
増
と
な
っ
て
い
る
。
経

営
の
健
全
化
を
図
る
う
え
で
、

今
後
も
漏
水
箇
所
が
判
明
し

た
ら
早
急
な
対
応
を
望
む
。

　

水
質
に
つ
い
て
、
硝
酸
態

窒
素
の
値
が
高
く
な
っ
て
き

て
い
る
水
源
地
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
民
に
安
心
・

安
全
な
水
を
供
給
す
る
た

め
、
簡
易
水
道
事
業
を
含
め

十
分
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

よ
う
要
望
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

安
心
・
安
全
な
浄
水
の
供
給
を

特別会計・企業会計決算額 （単位：万円）

区　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

国民健康保険事業 62 億 8,004 61 億 662 １億 7,342

老 人 保 健 事 業 ９億 3,297 ９億 2,810 487

後 期 高 齢 者 医 療 ４億 9,243 ４億 9,034 209

介 護 保 険 事 業 39 億 5,208 38 億 3,420 １億 1,788

簡 易 水 道 事 業 ４億 9,817 ４億 7,654 2,163

農業集落排水事業 6,827 6,662 165

公 共 下 水 道 事 業 ２億 1,120 ２億 312 808

水　道　事　業

収 益 的 ３億 4,713 ２億 9,773 　　

資 本 的 497 １億 6,337 　　

市債残高

生活習慣病の予防を（健康づくり教室）
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深町　幸子  議員

深
町　

旧
川
辺
町
勝
目
小
学

校
跡
地
に
平
成
22
年
４
月
の

開
所
に
向
け
て
（
仮
称
）
勝

目
保
育
所
の
建
設
が
始
ま
っ

て
い
る
。

　

関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
市
民

の
方
々
も
長
い
間
待
ち
望
ん

で
お
り
大
変
期
待
し
て
い

る
。
保
育
所
の
名
称
を
公
募

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

乳
幼
児
を
預
か
る
保

育
施
設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い東　　兼喜  議員

東　

事
業
目
的
と
事
業
費
の

概
要
を
示
せ
。

市
長　

地
域
住
民
の
活
動
及

び
交
流
の
促
進
を
図
る
た

め
、
池
の
護
岸
工
、
遊
歩
道
、

駐
車
場
、
多
目
的
広
場
、
東

屋
１
棟
を
整
備
す
る
。
総
事

業
費
は
、
４
３
６
２
万
７
千

名
称
を
募
集
す
る
。

　

応
募
期
間
は
９
月
28
日
か

ら
11
月
26
日
ま
で
で
、要
項
、

用
紙
を
９
月
の
市
報
で
配
布

す
る
。

避
難
支
援
対
策
の
　
　

　
　
　
進
捗
状
況
は

市
長
／
登
録
者
台
帳
の
整

　
　
　

備
を
進
め
る

深
町　

総
務
省
は
、
災
害
時

要
援
護
者
の
避
難
支
援
対
策

と
し
て
、
平
成
21
年
度
ま
で

を
め
ど
に
、
市
町
村
に
お
い

て
避
難
支
援
の
取
組
方
針
な

ど
を
策
定
す
る
よ
う
促
進
し

て
い
る
。
近
隣
市
で
は
、
平

成
21
年
３
月
31
日
現
在
、
枕

崎
市
、
指
宿
市
、
南
さ
つ
ま

市
が
策
定
済
み
で
あ
る
。
本

市
は
策
定
中
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

市
長　

登
録
者
台
帳
に
つ
い

て
は
、
10
月
中
に
登
録
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

11
月
中
に
完
了
予
定
で
あ

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
総
合
防
災
訓
練
の
内
容

な
ど

南九州議会だより　第8号　一般質問

市
長
／
市
民
か
ら
募
集
す
る

勝
目
保
育
所
の
名
称
は

塗
木
公
園
整
備
の
目
的
は

市
長
／
地
域
内
の
交
流
や
憩
い
の
場
と
し

　
　
　

て
活
用
す
る

建設中の（仮称）勝目保育所
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竹迫　　毅  議員

竹
迫　

農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

そ
う
い
う
中
で
生
産
基
盤
の

整
備
は
急
務
と
思
う
。
中
で

も
農
道
整
備
は
重
要
で
あ

る
。

　

今
後
の
農
道
整
備
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

市
長　

農
業
振
興
を
図
る
上

で
生
産
基
盤
の
整
備
は
重
要

で
あ
り
、
今
後
の
農
道
整
備

は
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

竹
迫　

経
済
危
機
対
策
事
業

で
、
空
港
道
路
と
塩
屋
地
区

農
地
開
発
幹
線
道
路
は
、
法

面
の
張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

２
６
０
０
万
円
で
整
備
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
仮

に
農
道
舗
装
を
し
た
場
合
、

ど
の
程
度
整
備
で
き
る
か
。

耕
地
課
長　

幅
員
４
メ
ー
ト

ル
で
一
般
的
に
は
６
５
０

メ
ー
ト
ル
、
防
塵
舗
装
で
は

２
６
０
０
メ
ー
ト
ル
整
備
で

き
る
。

竹
迫　

草
払
い
を
年
間
50
万

円
で
計
算
す
る
と
２
６
０
０

万
円
で
50
年
以
上
実
施
で
き

る
。張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、

生
コ
ン
、
建
設
業
者
は
喜
ぶ

と
思
う
が
、
法
面
は
草
払
い

で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

法
面
は
草
払
い
を
し

て
自
然
に
管
理
す
る
の
が
一

番
と
思
う
。
自
然
な
形
で
機

能
が
保
て
る
よ
う
内
部
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

円
で
あ
る
。

東　

周
辺
の
生
態
系
や
水
質

調
査
結
果
を
示
せ
。

市
長　

本
格
的
な
調
査
は
、

実
施
し
て
い
な
い
が
、
生
態

系
に
配
慮
し
た
計
画
で
あ

る
。

東　

完
成
後
の
活
用
や
、
維

持
管
理
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

塗
木
な
の
花
ま
つ
り

と
同
様
に
、
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
活
動
や
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
し
、
維
持
管
理
は

塗
木
自
治
会
に
お
願
い
す
る

予
定
で
あ
る
。

市
道
用
地
取
得
を
図
れ

市
長
／
事
情
に
応
じ
た
対

　
　
　

応
を
検
討
す
る

東　

用
地
交
渉
の
難
航
な
ど

に
よ
り
、
市
道
に
危
険
箇
所

が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

今
後
の
対
処
方
法
を
示

せ
。

市
長　

協
力
が
得
ら
れ
ず
未

整
備
の
ま
ま
で
あ
る
。
事
情

に
応
じ
た
対
応
を
検
討
し
、

地
権
者
の
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
。

南九州議会だより　第8号　一般質問

農道整備の方策を示せ！

市長／環境に配慮した整備を図る

塗木農村公園の完成予定図

雑草が繁茂している空港道路
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今吉　賢二  議員

今
吉　

総
合
計
画
に
、
マ
リ

ン
ゾ
ー
ン
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
が
、
実
施
し
た
事
業

な
ど
と
効
果
を
問
う
。

市
長　

本
市
の
マ
リ
ン
ゾ
ー

ン
は
、
海
に
面
し
た
海
岸
部

で
あ
り
風
光
明
媚
な
景
観
を

有
し
、
訪
れ
る
人
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
る
。
漁
業
の
振

興
で
は
、
漁
獲
資
源
の
確
保

に
向
け
た
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ

の
稚
魚
の
放
流
、
イ
カ
柴
投

入
事
業
な
ど
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
本
年
度
は
、
大
川

漁
港
の
浚
渫
工
事
も
計
画
し

て
い
る
。

今
吉　

頴
娃
地
域
は
番
所
鼻

公
園
、
地
引
き
網
も
で
き
る

砂
浜
、
瀨
平
公
園
な
ど
、
景

観
の
す
ば
ら
し
い
所
が
あ

る
。瀨
平
公
園
に
つ
い
て
は
、

森田　隆志  議員

森
田　

川
辺
火
葬
場
は
、
老

朽
化
が
進
み
施
設
の
補
修
や

改
築
な
ど
検
討
す
る
時
期
に

き
て
い
る
。
今
後
、
既
存
施

設
の
改
築
か
南
薩
地
区
衛
生

管
理
組
合
へ
施
設
使
用
を
お

願
い
す
る
か
、
事
業
の
方
向

性
を
示
す
必
要
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え

か
。

市
長　

川
辺
火
葬
場
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
南
薩
地
区
衛

観
光
バ
ス
用
の
駐
車
場
、
農

産
物
な
ど
販
売
す
る
施
設
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

総
合
計
画
が
本
年
度

か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
着
手
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
今
後
、
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
整
備
を
進
め

よ
う
と
考
え
て
い
る
。

生
管
理
組
合
へ
加
入
し
て
い

る
。

　

築
32
年
が
経
過
し
て
お
り

老
朽
化
が
著
し
く
、
火
葬
炉

は
４
、
５
年
で
使
用
で
き
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、

可
能
な
限
り
延
命
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

森
田　

将
来
は
、
南
薩
地
区

衛
生
管
理
組
合
で
事
業
が
行

わ
れ
る
か
。

市
長　

市
の
火
葬
場
が
、
頴

娃
に
あ
る
の
で
そ
こ
を
利
用

し
た
い
。

森
田　

そ
れ
は
、
衛
生
管
理

組
合
を
脱
退
す
る
こ
と
で
あ

生
活
交
通
バ
ス
を
　
　

　
　
　
　
　
無
料
に

市
長
／
全
体
的
に
検
討
す
る

今
吉　

65
歳
以
上
の
生
活
交

通
バ
ス
利
用
者
に
つ
い
て

は
、
無
料
と
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

今
、
試
行
期
間
で
あ

り
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
聞
き

な
が
ら
全
体
的
に
検
討
し
て

い
く
。

り
、
行
政
改
革
に
逆
行
す
る

こ
と
に
な
る
。
頴
娃
の
施
設

を
含
め
た
管
理
組
合
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。

　

川
辺
火
葬
場
は
組
合
に
加

入
し
て
お
り
、
地
区
民
が
納

得
す
る
よ
う
十
分
議
論
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

市
長　

大
事
な
こ
と
で
あ
る

の
で
、
慎
重
に
い
ろ
い
ろ
な

人
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
住
宅
政
策

川辺火葬場事業の
方向性を示せ
市長／広く意見を聞きながら
　　　取り組む

市
長
／
関
係
者
と
協
議
し
整
備
を
進
め
る

マ
リ
ン
ゾ
ー
ン
の
振
興
策
は

大野岳からマリーンゾーンを望む

老朽化が著しい川辺火葬場
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蔵元　慎一  議員

蔵
元　

国
で
は
昨
年
、
農
商

工
等
連
携
促
進
法
を
施
行

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

支
援
策
を
示
し
て
い
る
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

考
え
か
。

市
長　

農
業
は
農
産
物
な
ど

の
価
格
低
迷
、
生
産
資
材
の

高
騰
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境

で
あ
る
が
、
農
商
工
の
三
者

が
、
お
互
い
の
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
て
連
携
す
る
こ

菊永　忠行  議員

菊
永　

市
道
の
草
払
い
、
軽

微
な
舗
装
補
修
、
側
溝
清
掃

な
ど
の
維
持
管
理
を
市
職

員
、
臨
時
職
員
合
わ
せ
て
35

人
で
行
っ
て
い
る
が
、
維
持

管
理
は
十
分
と
考
え
る
か
。

ま
た
、
作
業
中
の
事
故
防
止

策
を
示
せ
。

市
長　

21
年
度
か
ら
は
、
草

払
い
を
中
心
に
、
軽
微
な
舗

装
補
修
、
側
溝
清
掃
な
ど
の

維
持
管
理
を
市
道
延
長
を
踏

ま
え
て
35
人
の
作
業
員
を
配

置
し
た
が
、
地
域
の
要
望
に

必
ず
し
も
応
え
切
れ
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
効
率
的

な
維
持
管
理
の
方
策
・
体
制

に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

　

事
故
防
止
策
と
し
て
、
作

業
中
看
板
の
適
正
箇
所
へ
の

配
置
や
ス
コ
ッ
チ
コ
ー
ン
に

よ
る
作
業
範
囲
の
囲
い
込
み

な
ど
事
故
防
止
に
対
す
る
意

識
の
喚
起
と
、
班
長
に
よ
る

と
は
非
常
に
難
し
い
。
今
後

は
、
農
商
工
連
携
の
制
度
に

つ
い
て
広
く
周
知
し
、
有
利

な
補
助
制
度
や
融
資
制
度
を

活
用
で
き
る
よ
う
、
市
も
側

面
か
ら
支
援
し
、
地
域
の
活

性
化
に
努
め
る
。

産
学
官
連
携
で
ソ
フ
ト

的
分
野
の
高
揚
を

市
長
／
関
係
機
関
と
連
携

　
　
　

し
、
進
め
て
い
く

蔵
元　

市
の
基
幹
作
物
で
あ

る
お
茶
が
低
迷
し
て
い
る

監
視
体
制
を
強
化
し
、
防
護

ネ
ッ
ト
を
併
用
し
て
作
業
を

行
う
。

　

ま
た
、
交
通
量
の
多
い
国

道
、
県
道
、
市
道
に
つ
い
て

は
、
通
行
車
や
作
業
員
の
安

全
に
配
慮
し
、
専
門
の
交
通

警
備
員
を
配
置
し
て
い
く
。

　

農
道
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
維
持
管
理
方
法
を
統
一

が
、今
後
、品
質
管
理
、流
通
、

高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
な

ど
専
門
的
研
究
が
重
要
と
考

え
る
。
産
学
官
連
携
を
推
進

し
、
ソ
フ
ト
的
分
野
を
高
め

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

学
術
的
に
は
、
お
茶

の
効
能
な
ど
研
究
が
進
ん
で

い
る
が
、
生
産
現
場
で
活
か

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
産

学
官
連
携
を
進
め
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
農
家

所
得
の
向
上
に
努
め
た
い
。

し
、
基
本
的
に
受
益
者
に
お

願
い
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
必
要
な
砂
利

や
生
コ
ン
な
ど
の
原
材
料
に

つ
い
て
は
、
市
が
支
給
し
て

い
る
。

　

受
益
者
で
で
き
な
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
市
が
事
業
委

託
や
市
単
独
工
事
な
ど
で
対

応
し
て
い
く
。

農商工連携への
取り組みは
市長／側面から支援し、
　　　地域活性化に努める

市
道
・
農
道
の
維
持
管
理

対
策
を
示
せ

市
長
／
効
率
的
な
方
策
・
体
制
を
検
討
す
る

産学官連携が求められている茶産業

市道の草払いを行う作業員
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知
覧
町
　
松
山

松
山
　
常
盛

池
田
湖
の
水
に
感
謝

　

南
薩
土
地
改
良
区
は
、
畑

作
営
農
の
基
盤
づ
く
り
に
創

設
以
来
35
年
を
経
過
し
て
お

り
ま
す
。
薩
摩
半
島
南
部
は

緑
豊
か
な
食
料
基
地
と
し
て

の
役
割
が
大
き
く
農
作
物
の

生
産
量
・
生
産
額
と
も
年
々

上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
相
場
変

動
の
影
響
は
大
き
く
、ま
た
、

配
水
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
漏
水
事
故
が
多
発
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

池
田
湖
の
水
は
、
周
辺
地

域
の
「
命
の
水
」
で
あ
り
、

畑
地
か
ん
が
い
用
水
と
し

て
、
受
益
者
面
積
５
８
５
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
潤
し
て
お
り

ま
す
が
、
年
に
よ
っ
て
は
、

異
常
気
象
で
貯
水
量
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
は
、
昨
年
度

か
ら
後
継
者
対
策
と
し
て
、

関
係
地
区
の
小
学
３
、４
年

生
を
対
象
に
池
田
湖
の
水
利

用
に
関
す
る
出
前
授
業
を
行

う
な
ど
更
に
充
実
し
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

賊
課
金
の
未
納
、
滞
納
対

策
も
地
区
行
政
機
関
と
連
携

し
て
、
協
議
会
を
開
催
し
、

未
納
者
へ
の
納
入
啓
発
を
進

め
る
と
と
も
に
、
受
益
者
自

身
の
自
覚
高
揚
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

景
勝
地
と
し
て
の
池
田
湖

の
水
利
用
に
感
謝
し
つ
つ
、

将
来
に
向
か
っ
て
豊
か
な
郷

土
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
も

の
で
す
。

市　

民　

の　

声

　

朝
夕
め
っ
き
り
冷
え
込
み

深
み
ゆ
く
秋
の
訪
れ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

茶
農
家
に
と
り
ま
し
て
は

春
先
の
低
温
障
害
で
茶
の
品

質
に
影
響
を
与
え
、
生
産
量

の
減
少
や
低
価
格
で
の
推
移

と
な
り
厳
し
い
現
状
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
全
国

茶
品
評
会
普
通
煎
茶
30
キ
ロ

編

後
集

記

次の議会は11月30日開会予定
手続き簡単！！ 本館2階で住所・

氏名などを書くだけ

　

　
　
川
辺
町
　
平
山

中
礼
　
豊
子

一
商
工
会
員
と
し
て

　

南
九
州
市
が
誕
生
し
て
ま

も
な
く
２
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
商
売
が
ら
合
併

に
伴
い
色
々
な
仕
事
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。私
の
家
は
、

印
鑑
・
ゴ
ム
印
・
印
刷
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
南
九
州

市
か
ら
も
色
々
な
見
積
り
を

頂
き
ま
し
た
が
…
実
際
は
厳

し
い
も
の
で
し
た
。

　

印
鑑
な
ど
に
つ
い
て
は
、

南
薩
４
市
で
南
薩
印
章
業
組

合
を
作
り
、
品
質
・
技
術
向

上
を
図
る
た
め
の
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。〝
食
〟

で
も
地
産
地
消
、
安
全
で
安

心
な
食
物
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
印
材
に
関
し
て
も

同
じ
で
す
。
今
は
、
輸
入
材

や
柔
ら
か
い
材
料
が
出
回
り
、

安
い
価
格
で
卸
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
南
九
州
市
に
は
全
国

的
に
有
名
な
『
薩
摩
柘つ
げ

』
が

頴
娃
町
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
九
州
市
の
公
印
は
そ
の『
薩

摩
柘
』
で
彫
ら
れ
て
い
る
と

信
じ
た
い
も
の
で
す
。

　

先
日
の
南
日
本
新
聞
に

「
か
ご
し
ま
繁
盛
塾
」
が
鹿

児
島
市
の
主
催
で
始
ま
っ
た

と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。
商
売
に
役
立
つ
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
具

体
的
な
講
座
の
様
子
に
、
南

九
州
市
で
も
こ
の
よ
う
な
講

座
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
商
工
会
で
も
合
併

協
議
会
が
発
足
し
、
来
年
４

月
の
合
併
を
目
指
し
協
議
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
商
工

会
員
と
し
て
、
商
店
街
が
活

性
化
す
る
よ
う
充
分
に
協
議

し
、
３
町
商
工
会
が
ひ
と
つ

に
な
り
、
ま
す
ま
す
発
展
す

る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

の
部
で
今
年
も
産
地
賞
、
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ

た
こ
と
は
、
茶
農
家
の
努
力

の
賜
物
と
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
南
九
州
市
の
お
茶

を
全
国
に
広
め
、
さ
ら
な
る

飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
峯
苫　

勝
範
）

広
報
編
集
委
員
会
よ
り

　

私
た
ち
議
会
広
報
編
集
委

員
会
は
、
南
九
州
市
議
会
の

発
足
に
伴
い
、
６
人
の
委
員

で
編
集
・
発
行
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

２
年
間
の
役
目
も
今
回
を

も
っ
て
終
わ
り
と
な
り
、
１２

月
議
会
報
（
９
号
）
か
ら
は
、

新
し
い
委
員
で
の
発
行
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
方

の
記
事
投
稿
や
、
御
愛
読
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

森
田　

隆
志

　

副
委
員
長　

峯
苫　

勝
範

　

委　
　

員　

竹
迫　
　

毅

　
　
　
　
　
　

菊
永　

忠
行

　
　
　
　
　
　

田
畑
浩
一
郎

　
　
　
　
　
　

山
下
つ
き
み
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